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◼ 誤送信チェックをルールベース開発で構築し、リスクを低減

⚫ 業務概要

信用の失墜や損害賠償請求につながる
メール誤送信を撲滅する。
メール誤送信防止パッケージ製品の導入によって、
インシデント数は減少したが、製品がカバーして
いない部分でインシデントやヒヤリハットの
発生が続いている。

⚫ 課題

① 社内の独自ルールや添付文書を判別する機能を追加して
対策を強化したいが、パッケージ製品はカスタマイズすることができない。

⚫ 対策

• パッケージ製品とは別に、独自ルールをルールベース開発で構築し、
メーラーのアドオンと連携してチェックする仕組みを構築

• 独自ルールは、サーバー側で一元管理し、随時更新が可能

⚫ 導入効果：

① 重大なインシデントにつながる誤送信のリスクが下がった。

② インシデントやヒヤリハットが発生したら、即日ルールを追加することで、
同じミスが二度と発生しない再発防止対策を施すことが可能となった。
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ケーススタディ：メール誤送信防止

■独自ルールで誤送信の抜け穴を埋める

この資料にご興味をお持ちいただけましたら、是非ダウンロードをお申込みください。

一度のお申込みで、ルールベース開発関連の資料は掲載分すべてダウンロードいただけます。
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https://www.ogis-ri.co.jp/forms/dlform_BRMS_10.html

